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凶会日くゑにちは凶会日くゑにちと見て

病やめるもの衰へしもの、

床の上へにすなほに僵たふれ、

瓶かめの身は砕けてちりて、

滅亡ほろびに入らむ。

床の上へに破われぬ、花瓶はながめ、

されどそが『こゝろ』は如何に、

すなほにと云へど、やさしき、

砕くだけにはあらず、はげしく

叫ぶを聞きぬ。




人の子は瓶かめにもあらず、

運命うんめいは運命うんめいと観みて、

秋のくれ、死ぬるといふ夜よ、

ほのかなる燭そくの火ほのかげに、

題目だいもくをこそ──

蝋燭ろうそくはかすかに音し、

黄ばむ火は寒げに揺ゆれぬ。

刻々こく〳〵に面おもがはりゆく

あゝ死相しさう──刹那せつなよ黒く、

つくは呻吟うめき。




破瓶われがめを画師えしうち抱き、

死人しにびとを法師ほふしみちびき、

秋の野へ、葬はうりの途みちに、

また聞きぬ、見ぬ、黒牛くろうしの

これも呻吟うめき。
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